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美
郷
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
　
農
産
展

（
敬
称
略
・
総
出
品
数
２
７
６
点
）

【
美
郷
町
長
賞
】

▼
金
賞

　
深
澤
　
喜
一（
大
柳
・
水
稲
）

　
照
井
鉄
五
郎（
菅
谷
地
・
大
豆
子
実
）

　
鈴
屋
　
貞
二（
耳
取
・
大
豆
子
実
）

　
熊
谷
　
秋
廣（
米
ノ
口
・
葉
た
ば
こ
）

　
高
橋
　
昭
男（
湯
竹
・
り
ん
ご
）

　
木
村
　
ツ
エ（
野
荒
町
・
り
ん
ご
）

　
梅
川
　
涼
子（
下
中
野
町
・
と
ま
と
）

　
雲
然
　
直
兼（
赤
城
・
き
ゅ
う
り
）

　
谷
屋
　
和
子（
雀
柳
・
ほ
う
れ
ん
そ
う
）

　
伝
野
　
俊
幸（
籠
林
・
ミ
ニ
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
）

　
谷
屋
　
孝
悦（
雀
柳
・
キ
ャ
ベ
ツ
）

　
谷
屋
　
辰
巳（
雀
柳
・
大
根
）

　
高
橋
　
律
子（
中
野
・
輪
菊
）

　
菊
田
き
み
子（
石
神
・
漬
物
）

　(

農)

ス
カ
イ
マ
ッ
ク
ス
千
畑（
飛
沢
・
し
い
た
け
）

▼
銀
賞

　
稲
川
　
栄
治（
町
田
・
水
稲
）

　
雲
然
　
直
兼（
赤
城
・
水
稲
）

　
橋
本
集
落
営
農
組
合（
橋
本
・
大
豆
子
実
）

　
稲
川
　
栄
治（
町
田
・
大
豆
子
実
）

　
高
階
　
勝
悦（
高
野
・
葉
た
ば
こ
）

　
小
野
寺
敬
一（
荒
川
・
り
ん
ご
）

　
高
橋
　
昭
男（
湯
竹
・
り
ん
ご
）

　
千
葉
　
孝
一（
百
目
木
・
柿
）

　
後
藤
　
廣
子（
中
関
・
と
ま
と
）

　
煙
山
　
一
男（
善
知
鳥
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
）

　
加
賀
谷
清
吉（
下
タ
堰
・
白
菜
）

　
高
橋
　
久
治（
山
本
・
キ
ャ
ベ
ツ
）

　
高
橋
　
求
良（
大
畑
・
ね
ぎ
）

　
照
井
ル
リ
子（
菅
谷
地
・
里
芋
）

　
小
松
　
道
夫（
上
本
道
・
大
根
）

　
高
橋
　
勝
弘（
大
畑
・
き
ゅ
う
り
）

　
熊
谷
　
隆
一（
厨
川
・
Ｓ
Ｐ
菊
サ
ン
テ
イ
ニ
）

　
近
藤
　
輝
佳（
下
本
道
・
リ
ン
ド
ウ
）

　
伝
野
　
俊
幸（
籠
林
・
ス
ナ
ッ
プ
）

　
高
橋
　
啓
子（
外
川
原
・
漬
物
）

　
石
田
　
洋
子（
中
関
・
味
噌
）

　
斉
藤
　
照
雄（
野
際
・
あ
け
び
細
工
）

　
熊
谷
　
孝
子（
厨
川
・
菌
床
椎
茸
）

　
山
田
　
文
雄（
新
田
・
菌
床
椎
茸
）

　
東
海
林
鉄
郎（
石
神
・
な
め
こ
）

美郷の秋を感じ、
町の未来を創造する

美郷フェスタ
2007

　
美
郷
町
の
す
べ
て
を
、
来
場
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に「
見
て
」「
知
っ
て
」「
感
じ
て
」

も
ら
い
、
私
た
ち
が
追
い
求
め
る
町
の
姿
を

探
す「
美
郷
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
」が
11
月
３

日
、
４
日
の
両
日
、
総
合
体
育
館
リ
リ
オ
ス

や
仙
南
公
民
館
な
ど
４
会
場
で
開
か
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
一
昨
年
の
六
郷
会
場
、
昨
年
の
千
畑
会
場

に
続
き
、
こ
と
し
で
３
回
目
を
迎
え
た
美
郷

フ
ェ
ス
タ
。
３
日
、
午
前
９
時
か
ら
総
合
体

育
館
リ
リ
オ
ス
前
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
関
係
者
ら
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
い
て
、
菖
蒲
太
鼓
保
存

会
の
皆
さ
ん
の
演
奏
に
よ
る
力
強
い
太
鼓
の

音
が
鳴
り
響
き
わ
た
り
、
期
間
中
の
盛
況
を

予
感
さ
せ
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
披
露
し
た
学
校
交
流
音
楽
祭
や
町
民
芸
能

発
表
会
、
会
場
を
笑
い
と
驚
き
で
包
ん
だ
ブ

ラ
ボ
ー
中
谷
・
ト
ー
ク
＆
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
・
式

典
が
行
わ
れ
た
仙
南
公
民
館
、
生
涯
学
習
講

座
の
会
員
や
町
内
小
中
学
生
な
ど
の
作
品
が

展
示
さ
れ
た
総
合
体
育
館
リ
リ
オ
ス
、
秋
の

実
り
が
一
同
に
そ
ろ
っ
た
農
産
展
が
行
わ
れ

た
仙
南
体
育
館
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
に
よ
る
食
堂

が
開
か
れ
た
仙
南
交
流
セ
ン
タ
ー
、
地
元
の

新
鮮
な
野
菜
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
テ
ン
ト
村

な
ど
、
各
会
場
と
も
た
く
さ
ん
の
方
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
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式
典
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
約
４
０
０
人

が
出
席
。
出
席
者
全
員
に
よ
る
町
民
歌
斉
唱

が
行
わ
れ
、
は
じ
め
に
松
田
町
長
が「
美
郷

町
誕
生
後
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
を
築
く
こ
と
に
対
処
し

て
き
た
３
年
間
で
し
た
。
町
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に『
住

ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
』と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
町
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
に
取
り
組
み
た
い
」と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
続
い
て
町
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
な

ど
を
表
彰
し
、
そ
の
功
績
を
広
く
町
民
の
皆

さ
ん
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
美

郷
町
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
前
美
郷
町
商

工
会
長
の
播
間
龍
之
助
さ
ん
と
元
美
郷
町
体

育
指
導
員
の
武
藤
修
孝
さ
ん
に
、
松
田
町
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

【
褒
賞
者
】

▼
秋
田
県
知
事
賞

　
深
澤
　
喜
一（
大
柳
・
水
稲
）

　
高
橋
　
昭
男（
湯
竹
・
り
ん
ご
）

　
梅
川
　
涼
子（
下
中
野
町
・
と
ま
と
）

▼
秋
田
県
農
協
中
央
会
長
賞

　
雲
然
　
直
兼（
赤
城
・
き
ゅ
う
り
）

　
菊
田
き
み
子（
上
石
神
・
漬
物
）

▼
全
農
秋
田
県
本
部
長
賞

　
谷
屋
　
和
子（
雀
柳
・
ほ
う
れ
ん
そ
う
）

　(

農)

ス
カ
イ
マ
ッ
ク
ス
千
畑（
飛
沢
・
し
い
た
け
）

▼
秋
田
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
長
賞

　
熊
谷
　
秋
廣（
米
ノ
口
・
葉
た
ば
こ
）

▼
秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
鈴
屋
　
貞
二（
耳
取
・
大
豆
子
実
）

　
谷
屋
　
孝
悦（
雀
柳
・
キ
ャ
ベ
ツ
）

　
谷
屋
　
辰
巳（
雀
柳
・
大
根
）

▼
秋
田
ふ
る
さ
と
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
木
村
　
ツ
エ（
野
荒
町
・
り
ん
ご
）

　
伝
野
　
俊
幸（
籠
林
・
ミ
ニ
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
）

▼
仙
北
農
業
共
済
組
合
長
賞

　
照
井
鉄
五
郎（
菅
谷
地
・
大
豆
子
実
）

　
高
橋
　
律
子（
中
野
・
輪
菊
）

第
40
回
大
仙
美
郷
種
兎
種
鶏
管
理
共
進
会

（
町
内
関
係
者
の
み
）

【
兎
の
部
】

▼
最
優
秀
賞（
美
郷
町
長
賞
）

　
高
橋
　
清
一（
金
沢
東
根
）

第
１
類
　
雄
６
・
０
kg
未
満

▼
優
秀
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
木
村
　
正
治（
菅
谷
地
）

▼
奨
励
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
安
藤
　
良
吉（
畑
屋
）

第
２
類
　
雌
６
・
０
kg
未
満

▼
優
秀
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
安
藤
　
良
吉（
畑
屋
）

▼
奨
励
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
柏
谷
　
貞
一（
土
崎
）

第
３
類
　
雄
６
・
０
kg
以
上

▼
優
秀
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
高
橋
　
清
一（
金
沢
東
根
）

第
４
類
　
雌
６
・
０
kg
以
上

▼
優
秀
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
木
村
　
正
治（
菅
谷
地
）

【
鶏
の
部
】

▼
優
秀
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
木
村
　
正
治（
菅
谷
地
）

▼
奨
励
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
安
藤
　
良
吉（
畑
屋
）

美郷町は
満3歳になりました

町の日記念式典
　町が誕生した11月１日の『町の日』を記念して、
美郷フェスタの初日となった11月３日、仙南公民
館を会場に『町の日記念式典』を開催しました。

た
。
こ
れ
を
受
け
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
播

間
龍
之
助
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、「
今

後
と
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
地
域
の
振
興
と
交
流
の
た
め
に

努
力
し
た
い
」と
、
地
域
の
発
展
に
向
け
た

想
い
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
記
念
講
演
と
し
て
、
美
郷
町
六

郷
出
身
で
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂

の
総
料
理
長
を
務
め
る
久
米
博
樹
さ
ん
に
、

『
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
と
私
の
料
理
人
魂
』と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
久
米
さ
ん
は
、
ふ
る
さ
と
秋
田
の
食
材
に

対
す
る
想
い
や
著
名
人
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
な
が
ら「
料
理
人
と
し
て
、
そ
し
て
一

人
の
人
間
と
し
て
自
分
を
磨
く
た
め
に
、
多

く
の
方
々
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で

す
。
た
と
え
時
間
が
か
か
っ
た
と
し
て
も
、

こ
つ
こ
つ
と
し
た
地
道
な
積
み
重
ね
が
、
信

頼
や
信
用
を
得
る
一
番
の
近
道
と
考
え
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」と
料
理
人
と
し
て

培
っ
た
想
い
を
、
会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
に

語
り
か
け
ま
し
た
。
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美
郷
町
功
労
者
表
彰

　
播
間
龍
之
助
さ
ん（
土
崎
北
部
）

　
旧
千
畑
町
商
工
会

長
か
ら
美
郷
町
商
工

会
長
ま
で
８
期
24
年

に
わ
た
り
会
長
職
を

務
め
ら
れ
、
こ
の

間
、
秋
田
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
を

７
年
間
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
る
な
ど
、

本
町
の
商
工
業
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
武
藤
　
修
孝
さ
ん（
塚
）

　
旧
千
畑
町
か
ら
31

年
５
カ
月
に
わ
た
り

町
体
育
指
導
員
と
し

て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
や
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
活
動
さ
れ
、
本
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

▼記念講演で講師を務める
　久米博樹さん

▲出席者全員による町民歌斉唱


